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布を通して の水分移動 におい て，一定 の水分 の移動に

つい て報告して きたが，実際 の場合，人体 の不感蒸泄は

連続して行 なわれてい る。 またそ の分量や速度 も, 環境

や身体 の条件 によって異 なる。そこで，温度や湿度 が皮

膚 の状態 に近い「シ ミュレーター」を用い ての実験 が必

要 である。 最近そ の研究 も数 を増し てきたが，高価 なも

のが多い。 筆者は，鈴木氏等 の「サーモシミュレータ ー」

にヒントを得，簡 易「 スキンシミュレーター」を試 作し

た。

循環式恒温水槽から 真 鈴 製保温箱（44×32×10. 5 cm）

に温水を循環 させ る。 箱の上 面に,   20×20×1  cm の黒

色穴明き銅板をは め込 み，水位，水温，水流を調節する

ことによ り，銅板 の表面温度を一定に保ち， 表面からの

水蒸気発散量を調節することができる。 また，銅板の下

面に綿布をはさんだ台を設置することによ り，さらに多

段階 の水準 が得 ら れ る。水蒸気量は，濾紙（1034 原紙）

の吸湿量 で測定し た。

水位 は， 箱のオーバーフロ ―位 に，水流速度 が加 わっ

て定 まる。

蒸 発量は，水位 に対 応して増減するが， 水流の小 さい

ものは異なる。



無布で，設定条件 を変化 させるこ とにより，6 水準 の

蒸発量 が得 られた。

水蒸気発散用綿布 の使用 の必要は認 めない。
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